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落
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は
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す
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再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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永
井
智
一
(
な
が
い
・
と
も
か
ず
)

永
井
智
一
(
な
が
い
・
と
も
か
ず
)

シ
ェ
フ
永
井
の

シ
ェ
フ
永
井
の

お
す
す
め

お
す
す
め

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る
｢
天
晴
(
旧
キ

ッ
チ
ン
晴
人
)
｣
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

▽
名
前
の
由
来
は
？

―
お
母
さ
ん
の
名
前
「
日
和
」
さ
ん
の
由
来
で
も
あ
る
〝
小
春
日
和
〞
か
ら
考
え

ま
し
た
。
春
の
日
差
し
の
様
に
、
温
か
い
心
を
持
っ
た
可
愛
ら
し
い
子
に
育
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

▽
好
き
な
食
べ
物
は
？

―
圧
倒
的
に
納
豆
ご
飯
で
す
！
他
の
混
ぜ
ご
飯

で
食
べ
な
い
時
は
、
納
豆
を
か
け
る
と
自
分

の
ス
プ
ー
ン
を
持
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
完

食
し
ま
す
(
笑
)
麺
も
大
好
き
で
、
短
く
切
っ

て
あ
げ
る
と
口
の
周
り
に
た
く
さ
ん
付
け
な

が
ら
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
ま
す
。

▽
家
で
の
様
子
は
？

―
最
近
は
も
う
少
し
で
歩
き
そ
う
な
の
で
、
「
こ
っ
ち
に
お

い
で
」
「
頑
張
れ
ー
」
と
家
族
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
る

時
間
が
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と

―
こ
れ
か
ら
も
小
春
ら
し
く
元
気
に
の
び
の
び
育
っ
て
ね
(
母
）

―
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
小
春
で
い
て
ね
(
父
)

村山市山の内

井上 小春
こはる

ちゃん(１歳)

タイ２切れ

新ジャガ１個

新タマネギ１／２個

トマト１個

カブ１個

スナップエンドウ２本

ニンニク１片

カブの茎適宜

オリーブ油適宜

塩・こしょう適宜

白ワイン50㎖

ローズマリー１本

レモン汁小さじ１

１．タイにあらかじめ塩･こしょうを振っておく。新ジャガ､新タ

マネギ､トマト､カブはさいの目に､スナップエンドウは５㎜

幅に､ニンニクはみじん切りに､カブの茎は細かく切っておく。

２．野菜のソースを作る。フライパンにオリーブ油大さじ２(分

量外)と新ジャガ、新タマネギ、トマト、カブ、ニンニクを

入れ、弱火で７、８分ほど炒め、白ワインとローズマリーを

入れ中火で５分ほど煮込む。仕上がる直前にスナップエンド

ウとカブの茎を入れ、塩・こしょうで味を調える。

３．フライパンで野菜を煮込んでいる間に、タイにオリーブ油を

かけ、グリルで焼き上げる。

４．器に２の野菜ソースをひき、３のタイを盛り付け、レモン汁

をかけて出来上がり。

材料(２人分) 作り方

２２
タ
イ
の
オ
イ
ル
焼
き

た
っ
ぷ
り
野
菜
の
ソ
ー
ス



■
理
事
会
だ
よ
り

／
お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー









































２

■
(
今
月
の
表
紙
)
か
が
や
く
農
業
人

／
占
い













































































３

■
ニ
ュ
ー
ス
展
望
台



























































４

■
Ｊ
Ａ
女
性
部







































































７

■
み
ち
の
く
ぼ
い
す

／
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル



































８

■
お
知
ら
せ
掲
示
板



























































10

■
シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

／
お
ら
え
の
め
ん
ご
っ
こ
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▼
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

帰
郷
す
る
際
に
、
友
人
か
ら
農
業
を
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。
農
業
の
大
変
さ
や
初
期
投
資
が
多
く
か
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ま
し
た
が
、

頑
張
れ
ば
頑
張
っ
た
分
だ
け
収
入
も
や
り
が
い
も
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
農
業
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
、

就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

▼
就
農
当
初
大
変
な
こ
と
や
苦
労
し
た
こ
と
は
？

す
い
か
の
栽
培
技
術
の
難
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
天

候
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。
日
々
状
況
が
変
化
し
て
、

そ
れ
に
対
応
す
る
の
が
と
て
も
大
変
で
す
。

▼
農
業
で
心
に
残
る
出
来
事
は
？

毎
年
心
に
残
る
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
自

分
で
作
っ
た
す
い
か
を
は
じ
め
て
出
荷
し
た
時
は
と

て
も
う
れ
し
く
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

▼
農
業
の
魅
力
・
農
業
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と

思
え
る
こ
と
は
？

農
業
は
、
朝
早
く
か
ら
作
業
を
行
う
た
め
大
変
な

時
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
で
時
間
を
調
整
し
て
働
く

こ
と
も
可
能
で
、
魅
力
的
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
を
「
う
ま
い
ね
」

「
き
れ
い
だ
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
、
農
業
を

し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
農
業
を
す
る
き

っ
か
け
を
く
れ
た
友
人
、
す
い
か
の
師
匠
、
空
い
て

い
る
土
地
を
見
つ
け
て
く
れ
た
友
人
。
多
く
の
人
の

お
か
げ
で
今
の
自
分
が
い
ま
す
。
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

▼
今
年
の
目
標
は
？

目
の
前
の
仕
事
を
一
つ
一
つ
こ
な
し
て
い
く
こ
と

で
す
。

23

第１号議案 仮基準日における資産査定結果と貸倒引

当金見込について

第２号議案 令和５年度 決算見込について

第３号議案 第十次経営管理３ヵ年計画基本方針につ

いて

第４号議案 ｢有価証券の減損処理基準｣の制定および

経理規程の改定について

第５号議案 出資口数の減口承認について

第６号議案 利益相反取引の承認について

第７号議案 大口貸出金の承認について

【報告事項】

•理事会への経過報告および行事予定について

•主要勘定・安全性の指標について

•みのり監査法人期中監査Ⅲ(資産査定・本店往査)、

期中監査ⅡＲＦの実施について

•(株)みちのくサービス令和５年度決算見込について

•不良債権の処理方針・処理状況について

•令和５年度凍霜害・雹害対策支援特別対策について

•ＪＡみちのく村山旅行センター令和６年度企画旅行

について

•肉用牛販売実績報告について

•大口信用供与先の経営状況等について

•余裕金の運用状況及び第４四半期運用方針について

•利益相反取引に関する報告について

•苦情処理定期報告について

•第３四半期理事会報告(事務ミス・自主検査・反社

等取引)について

•令和６年能登半島地震被害支援募金活動について

第11回理事会が１月26日に開催

主な議案と内容は次のとおりです｡

｢農業と地域の未来を見据えて～次世代へ向けた

改革の実行～」(第九次経営管理３カ年計画スローガン)
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来月のあなたの運勢 ３月占いコーナー

【全体運】上昇運です。一つ一つ丁
寧に進めていきましょう。春の女
神がほほ笑みます。好情報も入手
できそうです
【健康運】友人と一緒に新しい健康
法を試してみましょう
【幸運の食べ物】春キャベツ

牡羊座 ３/21～４/19 牡牛座 ４/20～５/20

射手座 11/23～12/21

双子座 ５/21～６/21 蟹 座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22 乙女座 ８/23～９/22 天秤座 ９/23～10/23 蠍 座 10/24～11/22

山羊座 12/22～１/19 水瓶座 １/20～２/18 魚 座 ２/19～３/20

五感で春を

日本は季節の変化が豊かな国です。季節

の移り変わりを体全体で楽しむことができ

ます。

春になると、昼間は太陽の光が強くなっ

てくるのを感じます。朝、明るくなる時間

もどんどん早くなり、夕暮れの時間も遅く

なります。耳に届くのは、ウグイスやヒバ

リなどの鳥のさえずりです。おひたしや天

ぷらにしたナバナのかすかな苦みは春の味

覚です。窓を開けて手を伸ばせば、ピーン

と張り詰めた冷たい冬の空気が緩んだよう

な感触があります。次々と花が咲きだし、

どこからともなく花の香りが漂います。五

感で春を堪能したいですね。

でも､花粉症の方は､視覚､聴覚､味覚くら

お天気カレンダー

気象予報士 檜山靖洋

いにしておきたいと

ころです。外で大き

く空気を吸い込むと、

花粉症の症状がひど

くなってしまうので

気を付けましょう。

服に付いた花粉もよ

く払い落としましょ

う。花粉症の症状も、

五感で感じる春の一

つでしょうか。

モナ・カサンドラ

就農して５年目の羽賀さん。主にすいかを栽

培していて、冬には啓翁桜を出荷しています。

今年で２年目になる啓翁桜の出荷作業の忙しい

中お話をお伺いしました。

大石田町大字大石田甲

羽賀 健太 さん(41歳)

【全体運】想定外の事態になっても
慌てないように。経験者の話はと
ても参考になります。手を貸して
もらえることも。相談を
【健康運】けがに注意。準備運動で
体をほぐしましょう
【幸運の食べ物】アシタバ

【全体運】気になることが多そう。
気の置けない友人たちとの時間が
心の慰めに。部屋の整理整頓をす
ると運気アップ
【健康運】遊び感覚でできる体力ア
ップ方法がお勧め
【幸運の食べ物】カリフラワー

【全体運】運勢は穏やか。交友関係
が活発化。楽しい話が舞い込みそ
う。あなたも面白い話を披露して。
技術習得の勉強が吉
【健康運】不調を感じたら休息を。
無理をしないのが一番
【幸運の食べ物】ウド

【全体運】あれこれやらなければと
思いがち。状況を整理して優先順
位の低いものは除いていきましょ
う。計画的に動いて
【健康運】デトックスにツキ。ハー
ブティーやサウナをどうぞ
【幸運の食べ物】タマネギ

【全体運】交流会やセミナーに参加
を。見聞を広めると幸運が舞い込
みます。友人たちと遊びに行くの
もお勧め。旅行も吉
【健康運】食事はバランス良く。旬
なものをたくさん食べて
【幸運の食べ物】ミツバ

【全体運】油断は禁物。いつも使っ
ている道具だからこそ安全点検を
しっかりと。その心がけが福を招
きます。連絡は早めに
【健康運】筋力アップのチャンス。
ハードなトレーニングも◎
【幸運の食べ物】シイタケ

【全体運】勢い余ってフライングを
しないように。マナーを守ってこ
そあなたの良さが光ります。細か
い作業にツキ
【健康運】さまざまなスポーツを楽
しんで。記録更新にも期待
【幸運の食べ物】カブ

【全体運】頑張りが利きます。力業
でなんとかできることも多いです
が周囲への配慮も忘れずに。買い
物運があります
【健康運】ハードな作業もばっちり
こなせます。スポーツが吉
【幸運の食べ物】カラシナ

【全体運】新しい情報を積極的に取
り入れましょう。良い思い付きが
得られるはず。旅行の計画を立て
るのもお勧めです
【健康運】体を温めて。特におなか
周りは冷やさないこと
【幸運の食べ物】クレソン

【全体運】好調運。ただ準備不足で
動くのは避けて。下調べをしてお
けば好結果が期待できます。レジ
ャー運も良好です
【健康運】痛みや不調は早めにケア
を。休息が大切
【幸運の食べ物】パセリ

【全体運】好調運。積極的に主導権
を握りましょう。目立つことも開
運につながります。ヘアスタイル
を変えるのもお勧め
【健康運】足元を温めて。手や足の
指の運動にツキ
【幸運の食べ物】ニラ
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雪入れ作業大忙し雪入れ作業大忙し雪入れ作業大忙し

雪室倉庫へ1500㌧を搬入へ雪室倉庫へ1500㌧を搬入へ雪室倉庫へ1500㌧を搬入へ

当
Ｊ
Ａ
の
本
店
敷
地
内
に
あ
る

雪
室
施
設
「
零
温
雪
室
倉
庫
」
で
、

１
月
18
日
か
ら
雪
入
れ
が
始
ま
り
、

連
日
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。
例

年
、
Ｊ
Ａ
本
店
敷
地
内
を
除
雪
し

た
雪
を
搬
入
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
暖
冬
の
影
響
で
雪
が
少
な
く
、

尾
花
沢
市
内
と
大
石
田
町
内
に
あ

る
Ｊ
Ａ
施
設
の
軒
先
な
ど
積
も
っ

た
雪
を
ダ
ン
プ
で
運
び
搬
入
し
て

い
ま
す
。

｢
零
温
雪
室
倉
庫
｣
は
、
延
床
面

積
約
４
０
０
０
平
方
㍍
、
玄
米
貯

蔵
量
約
３
６
０
０
㌧
を
誇
り
、
本

州
最
大
規
模
。
高
さ
８
㍍
、
広
さ

540
平
方
㍍
の
貯
雪
庫
に
、
大
型
の

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
―
と
ダ
ン
プ
を

使
っ
て
雪
を
搬
入
し
、
除
雪
機
で

天
井
近
く
ま
で
飛
ば
し
積
み
上
げ

て
い
き
ま
す
。

貯
雪
庫
に
隣
接
し
た
玄
米
貯
蔵

庫
に
ダ
ク
ト
を
通
じ
て
雪
の
冷
気

を
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
。
貯
蔵
庫

内
を
一
年
中
適
度
な
温
度
と
湿
度

に
保
ち
、
古
米
化
の
原
因
と
さ
れ

る
脂
肪
酸
の
上
昇
を
抑
え
、
年
間

を
通
し
て
新
米
同
様
の
味
と
香
り

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
か
ら
の
高
い
評
価
を
得

て
い
る
独
自
ブ
ラ
ン
ド
「
み
ち
の

く
雪
む
ろ
米
」
は
、
全
国
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
作
業
は
２
月
末

ま
で
続
け
ら
れ
、
約
１
５
０
０
㌧

の
雪
を
貯
雪
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
役
員
研
修

が
１
月
18
、
19
日
の
両
日
、
東
京

都
と
埼
玉
県
で
実
施
し
ま
し
た
。

▲除雪機で天井近くまで積み上げられていく

雪の搬入作業

ま
し
た
。
三
浦
康
彦
組
合
長
を
筆

頭
に
理
事
、
監
事
合
わ
せ
て
19
人

の
ほ
か
、
現
地
で
合
流
し
た
能
登

淳
一
県
議
会
議
員
ら
が
農
林
水
産

省
を
訪
れ
、
鈴
木
副
大
臣
に
要
望

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
が

農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
一
方
、
農
畜
産
物
へ
の
価
格
転

嫁
は
進
ま
ず
、
地
域
農
業
は
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
農
業

生
産
の
増
大
に
向
け
た
生
産
基
盤

強
化
対
策
の
抜
本
的
拡
充
お
よ
び

品
目
別
・
災
害
等
に
強
い
農
業
づ

く
り
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
施
設
整
備
、
更

新
な
ど
の
補
助
率
引
き
上
げ
や
、

水
田
の
畑
地
化
に
係
る
予
算
確
保
、

畑
地
化
後
の
生
産
性
の
向
上
、
高

温
耐
性
水
稲
品
種
へ
の
切
り
替
え
、

水
利
施
設
等
の
整
備
な
ど
の
支
援

を
訴
え
ま
し
た
。

山
形
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
さ

ら
な
る
消
費
拡
大
の
た
め
、
輸
出

可
能
な
新
規
食
肉
処
理
施
設
の
早

期
建
設
・
整
備
の
他
、
飼
料
高
騰

へ
の
支
援
の
継
続
も
要
望
し
ま
し

た
。19

日
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
本
所
で
折

原
敬
一
会
長
を
表
敬
訪
問
。
全
農

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
(
株
)
埼
玉
精
米
工

場
も
視
察
し
ま
し
た
。

18
日
は
県
選
出
国
会
議
員
の
鈴
木

憲
和
農
林
水
産
副
大
臣
に
、
地
域

の
農
業
振
興
に
関
す
る
要
望
を
し

▲鈴木副大臣に要望書を手渡す三浦組合長ら

｢紅王｣めざせ大玉｢紅王｣めざせ大玉｢紅王｣めざせ大玉

研修会で栽培技術学ぶ研修会で栽培技術学ぶ研修会で栽培技術学ぶ

村
山
総
合
支
庁
北
村
山
農
業
技

術
普
及
課
と
当
Ｊ
Ａ
は
１
月
９
日
、

Ｊ
Ａ
本
店
で
さ
く
ら
ん
ぼ
「
や
ま

が
た
紅
王
」
の
栽
培
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。

昨
年
本
格
的
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

「
や
ま
が
た
紅
王
」
の
安
定
生
産

を
目
指
そ
う
と
、
生
産
者
と
関
係

機
関
の
代
表
ら
70
人
が
参
加
。
大

玉
で
高
品
質
生
産
と
厳
選
出
荷
で
、

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

同
支
庁
普
及
課
の
堀
雅
彦
普
及

推
進
主
幹
兼
課
長
が
「
昨
年
は
凍

霜
害
で
し
っ
か
り
し
た
管
理
の
必

要
性
を
実
感
し
た
。
生
産
量
は
ま

だ
少
な
い
が
、
研
修
の
内
容
を
実

践
し
、『
や
ま
が
た
紅
王
』
の
特
徴

で
あ
る
500
円
玉
ク
ラ
ス
の
も
の
を

栽
培
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
伊
藤
晃
平
普
及
指

導
員
が
や
ま
が
た
紅
王
の
品
種
特

性
や
栽
培
管
理
、
適
期
収
穫
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
。
「
早
い
時
期
か

ら
霜
害
に
注
意
し
、
受
粉
徹
底
と

適
正
な
摘
果
に
心
が
け
、
健
全
な

樹
体
を
育
成
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
栽
培
に
関
す
る

優
良
事
例
や
凍
霜
害
対
策
に
つ
い

て
も
学
び
ま
し
た
。

▲やまがた紅王の栽培技術を学ぶ参加者

来年度の水田施策を説明来年度の水田施策を説明来年度の水田施策を説明

尾花沢市で農業フォーラム尾花沢市で農業フォーラム尾花沢市で農業フォーラム
尾花沢市とＪＡみちのく村山などでつくる尾花沢

市農業再生協議会は１月14日、ＪＡ尾花沢営農セン

ターで「尾花沢市米づくり農業フォーラム」を開き

ました。会場には市内の米生産者などあわせて約

150人が集まりました。

協議会会長である結城裕尾花沢市長のあいさつに

続き、東北農政局山形県拠点の佐々木春幸地方参事

官、岩井淳治総括農政推進官、渡邊秀夫総括農政業

務管理官の３人が令和６年度の水田営農に係る施策

について講演しました。

講演では、水田活用の直接支払交付金の交付対象

水田や畑地化促進事業について、見直しになった点

も含めて説明。施策について活発に質疑応答が行わ

れました。

▲米生産者らが参加したフォーラム▲米生産者らが参加したフォーラム

本格出荷を前に本格出荷を前に本格出荷を前に

たらの芽目ぞろえたらの芽目ぞろえたらの芽目ぞろえ
ＪＡ尾花沢営農センター山菜部会は１月17日、た

らの芽の本格出荷を控え目ぞろえ会を開きました。

部会員、市場の担当者ら25人が参加し、等階級ご

とに分けられたサンプルを手に取り、出荷規格や

パックの詰め方などを再確認しました。

ＪＡの担当者が出荷・販売状況を報告。昨年の夏

場の高温の影響で小ぶり傾向ですが価格は順調に推

移しています。東京シティ青果(株)の佐藤修一調査

役は「例年通り品質は高評価を得ている。若い生産

者が多く、これからの産地として期待しているし、

今年も良品質の物を出荷してほしい」と話しました。

沼澤克己部会長が「出荷規格を再確認して、良品質

の物を出荷していこう」と呼びかけました。

たらの芽の出荷は４月下旬まで続く予定で、ＪＡ

全体では、7300㌔の出荷を目指します。

▲たらの芽のサンプルで出荷規格を確認する生産者▲たらの芽のサンプルで出荷規格を確認する生産者

▲ＪＡ全農本所で折原敬一会長を表敬訪問



６

令和６年用 肥料・農薬相談会令和６年用 肥料・農薬相談会令和６年用 肥料・農薬相談会

１月９日、山形市の県食肉公社で「総称山形牛」

の初競りが行われました。

村山、最上地区の畜産農家が104頭の枝肉を出品。

このうち当ＪＡ管内からは46頭が出品され、１頭１

頭肉質や脂質を確かめ競り落としていました。また、

初競りにさきがけ餅つきが行われ、生産者や関係者

に振る舞われました。

この日の１㌔当たりの平均単価は2,825円で、最

高値は3,467円でした。

１月17日に大石田地区、27日に尾花沢地区で令和

６年用の肥料・農薬の早期予約を取りまとめるため

の相談会が各営農センターで開かれました。村山地

区はＪＡグリーンごてんで１月10から19日まで品目

ごとに相談会を開催。いずれの地区でも、メーカー

の担当者も出席し、新商品の紹介や商品の使用時期、

効果などの質問にも対応。ＪＡの担当職員からは肥

料・農薬の早期予約のメリットなどの説明が行われ

ました。

総称山形牛の初競りが行われました総称山形牛の初競りが行われました総称山形牛の初競りが行われました

▲早期予約申し込み内容について相談(村山）

７

▲初せりに先立ち、餅つきが行われ関係者に振る舞われた

▲メーカーの担当者から農薬の説明を聞く生産者(大石田）

▲防除基準の説明を聞く生産者たち(尾花沢)

村山市大久保の髙谷太さん宅で大きな白カ

ブが収穫され、ＪＡ本店に展示されました。

この丸いカブの周囲は85センチ。高さが

18センチで、重さは7.2キロあります。

大きなカ
ブ、

採ったぞ
ー
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❶３月下旬から４月上旬ま

での学校の休暇

❷イエスの反対語

❸俳句や和歌で規定より音

数が多いもののこと

❹いいかげんなことはしま

せん

❻海に潜って貝などを採り

ます

❾どこからか梅の花の――

が漂ってきた

10卒業生が校長から卒業

――を授与された

11捕手とバッテリーを組み

ます

13原稿――、投票――

14雨宿りのときに借ります

16姫路や彦根、松本のもの

が有名

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

1717

15

16

12

13

14

11

８

９

10

５

６

７

１

２

３

４

⬇ タテのカギ

❷歌のうまさを競うイベント

❺釣りで使う疑餌針のこと

❼舌で感じ取るもの

❽日本一高いものは3776ⅿあ

ります

❾｢峠の――｣は群馬県・ＪＲ

横川駅の名物駅弁です

11人や車が行き来する道のこ

と

12このような役を演じられる

とは役者――に尽きます

14ものを記憶する器官

15ホルスタイン、ジャージー

といえば

16寄せ書きに使ったりサイン

をもらったり

17ホワイトデーに贈ることも

ある、ふわふわと軟らかい

お菓子

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

答え

Ｅ

➡ ヨコのカギ

21

17

18

19

20

14

15

16

12

13

９

10

11

６

７

８

１

２

３

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

１月号の答え ｢シユプール｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』３月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ２月26日(月)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも

記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
63

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•チコちゃんにごしゃがれるさん(村山市)

•きょうちゃんさん(村山市)

•孫の成長が楽しみなじじさん(尾花沢市)

•土俵花さん(大石田町)

•めいさやさん(尾花沢市)

ウ マ マ ン イ ン

フ ユ ビ ト ル コ

キ キ ス キ ー

ノ ミ モ ノ ト シ

ア プ リ カ シ ツ

ト チ ー ク ユ

ツ イ ン ワ セ

Ｂ Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｃ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢暖
冬
に
一
言
｣で
す
。

今
年
は
積
雪
が
少
な
く
暖
冬
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
暖

冬
で
良
か
っ
た
こ
と
、
困
っ
た
こ

と
様
々
だ
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

｢ふ
れ
あ
い
に

○
○
コ
ー
ナ
ー
｣

我
が
家
に
は
ペ
ッ
ト
が
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
は
動
物
に
限
ら
ず
色
々
い
る

と
思
い
ま
す
。
「
我
が
家
の
ペ
ッ
ト

コ
ー
ナ
ー
」
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

ら
ん
ま
る
さ
ん
)

ふ
れ
あ
い
に
「
手
前
味
噌
」
コ
ー

ナ
ー
。
自
分
や
家
族
、
親
戚
、
近
所

の
方
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

方
が
い
て
関
心
や
感
心
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
地
域
の
お
も
し
ろ
い
情
報

を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
も
ち

ろ
ん
自
分
以
外
の
場
合
は
、
本
人
へ

の
承
諾
や
実
名
Ｏ
Ｋ
か
匿
名
希
望
か

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(
村
山
市

馬
耳
西
風
さ
ん
)

花
や
植
物
の
紹
介
や
育
て
方
を
見

た
い
で
す
。

(
大
石
田
町

隊
長
さ
ん
)

自
分
が
作
っ
た
作
品
を
写
真
付
き

で
応
募
し
ま
す
。
野
菜
で
も
手
芸
で

も
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。

(
尾
花
沢
市

ち
ろ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
)

漢
字
書
き
取
り
コ
ー
ナ
ー
。
先
日

手
紙
を
書
く
機
会
が
あ
り
、
い
ざ
書

こ
う
と
し
た
ら
書
く
漢
字
に
自
信
が

な
く
、
ス
マ
ホ
で
調
べ
て
確
認
し
な

が
ら
書
き
ま
し
た
。
学
生
の
頃
、
国

語
辞
典
を
引
き
な
が
ら
漢
字
の
書
き

順
や
送
り
仮
名
を
必
死
に
覚
え
た
つ

も
り
で
し
た
が
忘
れ
る
も
の
で
す
ね
。

仕
事
も
ほ
ぼ
パ
ソ
コ
ン
だ
っ
た
の
で
、

変
換
ミ
ス
は
あ
っ
た
も
の
の
漢
字
は

完
璧
で
し
た
。
や
は
り
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
は
便
利
で
す
が
、
し
っ
か

り
覚
え
る
に
は
書
く
こ
と
と
再
確
認

し
ま
し
た
。
(
尾
花
沢
市

め
い
さ
や
さ
ん
)

職
員
さ
ん
の
お
す
す
め
コ
ー
ナ
ー

が
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
、
野
菜
で

も
い
い
し
Ｔ
Ｖ
番
組
、
ゲ
ー
ム
、
カ

ラ
オ
ケ
の
曲
な
ど
、
職
員
さ
ん
と
触

れ
合
え
る
コ
ー
ナ
ー
を
お
願
い
し
ま

す
。

(
愛
知
県
岡
崎
市

あ
ふ
が
ん
さ
ん
)

観
光
お
す
す
め
コ
ー
ナ
ー
と
か
あ

っ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

(
村
山
市

き
ょ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

30
年
ほ
ど
前
か
ら
一
行
日
記
を
つ

け
て
い
る
の
で
今
年
も
続
け
る
つ
も

り
で
す
。
「
ふ
れ
あ
い
に
〇
〇
コ
ー

ナ
ー
」
で
す
が
、
私
は
趣
味
コ
ー
ナ

ー
に
し
た
い
で
す
。
同
じ
趣
味
を
持

つ
人
が
集
ま
れ
ば
人
生
が
楽
し
く
な

り
、
何
よ
り
老
人
の
孤
独
化
を
防
止

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
私

の
趣
味
は
「
カ
ラ
オ
ケ
」
で
す
。

(
大
石
田
町

土
俵
花
さ
ん
)

思
い
出
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
ほ
し

い
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
昔
の
こ
と
、

最
近
の
こ
と
な
ど
、
各
自
の
心
に
残

っ
て
い
る
思
い
出
を
語
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
高
齢
の
方
か
ら
は
掘
り
出
し

物
の
思
い
出
が
聞
け
る
か
も
…

(
尾
花
沢
市

ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
)

昭
和
の
心
に
残
る
よ
う
な
思
い
出

の
話
。
体
験
と
か
青
春
の
１
ペ
ー
ジ

に
な
る
よ
う
な
き
ら
き
ら
し
た
思
い

出
。
若
か
り
し
頃
の
忘
れ
ら
れ
な
い

話
。
平
成
生
ま
れ
、
育
っ
た
方
々
は
、

今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
の
忘
れ
ら

れ
な
い
出
来
事
、
話
な
ど
を
お
便
り

に
書
い
て
発
表
す
る
と
か
…

(
村
山
市

ハ
ル
く
ん
ど
こ
行
く
の
？
さ
ん
)

み
ん
な
の
趣
味
コ
ー
ナ
ー
な
ん
か

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

(
尾
花
沢
市

ポ
チ
子
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

ふ
れ
あ
い
の
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

に
も
特
選
や
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
、
テ

レ
ビ
番
組
の
様
に
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
人
が
参
加
し
や
す
い
様
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
特
に
今
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
子
供
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で

言
葉
遊
び
し
ま
せ
ん
か
。

(
村
山
市チ

コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

｢
ふ
れ
あ
い
高
齢
者
コ
ー
ナ
ー
」
。

毎
日
の
生
活
の
様
子
や
茶
飲
み
で
の

世
間
話
し
、
昔
の
料
理
、
趣
味
な
ど

な
ど
…
高
齢
者
も
元
気
な
方
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
私
も
ど
っ
ぷ
り
高
齢

者
一
人
で
す
。
主
人
が
亡
く
な
り
組

合
を
脱
退
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
親

切
な
職
員
か
ら
勧
め
ら
れ
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
今
は
良
か
っ
た
と
安
堵
で

す
。

(
村
山
市

コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

旬
の
野
菜
を
使
っ
た
漬
物
の
手
順

コ
ー
ナ
ー
。
暮
ら
し
の
知
恵
コ
ー
ナ

ー
。
心
温
ま
る
ホ
ッ
ト
な
出
来
事
コ

ラ
ム
。

(
村
山
市

ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

｢
み
ち
の
く
ぼ
い
す
｣
に
た
く
さ
ん

の
お
便
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
誌
面

の
関
係
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
な

る
べ
く
多
く
の
人
を
紹
介
で
き
る
よ

う
に
、
半
ペ
ー
ジ
ほ
ど
増
や
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市孫

の
成
長
が
楽
し
み
な
じ
じ
さ
ん
)

尾
花
沢
市

ま
だ
ら
ボ
ケ
さ
ん
へ
。

卒
寿
を
迎
え
ら
れ
て
、
な
お
挑
戦
さ

れ
る
(
３
年
日
記
)
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。
私
も
何
歳
に
な
っ
て
も
挑
戦
す

る
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

(
尾
花
沢
市

フ
ラ
ワ
ー
さ
ん
)

食
品
の
冷
凍
保
存
方
法
が
知
り
た

い
で
す
。
今
は
、
冷
凍
食
品
売
り
場

を
参
考
に
し
て
い
ま
す
が
、
タ
マ
ネ

ギ
が
上
手
に
で
き
ま
せ
ん
。

(
村
山
市

桜
モ
モ
コ
さ
ん
)

こ
の
頃
お
疲
れ
モ
ー
ド
に
入
っ
て

い
ま
す
。
膝
が
痛
く
な
っ
て
き
た
し

…
。
早
く
暖
か
く
な
ら
な
い
か
な
あ
。

(
大
石
田
町

ワ
ン
ピ
ー
ス
大
好
き
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

年
明
け
早
々
日
本
列
島
を
襲
っ
た

災
害
に
は
本
当
に
驚
き
悲
し
み
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
避
け
る
こ

と
が
出
来
た
ろ
う
事
故
に
つ
い
て
も

残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
雪

も
少
な
い
で
す
が
喜
ん
で
ば
か
り
も

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
夏
場
に
向

け
て
水
不
足
に
繋
が
る
の
か
と
思
え

ば
、
あ
る
程
度
は
降
る
時
降
っ
て
も

ら
っ
た
方
が
い
い
よ
う
な
気
も
し
ま

す
。

(
村
山
市

ユ
ッ
キ
ー
さ
ん
)

毎
月
の
パ
ズ
ル
は
夫
が
大
好
き
で
、

届
く
と
必
ず
一
番
に
そ
の
ペ
ー
ジ
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
今
回
も
直
ち
に

始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
変

な
と
こ
ろ
も
あ
り
２
人
で
考
え
仕
上

げ
ま
し
た
。
新
年
号
に
隣
の
新
米
・

年
女
マ
マ
で
２
０
０
０
年
生
ま
れ
の

保
存
食
や
伝
統
食
コ
ー
ナ
ー
が

欲
し
い
で
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
が

あ
る
の
で
若
い
人
も
見
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
漬
物
や

く
じ
ら
も
ち
な
ど
を
作
っ
て
い
る

人
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

伝
統
食
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い

で
す
。

(
尾
花
沢
市

孫
大
好
き
じ
い
じ
さ
ん
)

か
わ
い
い
見
覚
え
の
あ
る
顔
が
バ
ッ

チ
リ
載
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

身
近
な
人
が
載
る
っ
て
素
敵
な
事
な

ん
で
す
ね
。

(
村
山
市

１
９
５
０
年
生
ま
れ
の
女
さ
ん
)

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

(
大
阪
府
堺
市

た
ろ
や
ん
さ
ん
)

毎
号
拝
読
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

継
続
願
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

た
ま
ジ
イ
さ
ん
)

健
康
の
た
め
に
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
。

(
尾
花
沢
市

ひ
か
る
さ
ん
)

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
作
品
が
多
く
、

ほ
っ
こ
り
し
ま
す
ね
。

(
村
山
市

湿
布
じ
い
さ
ん
さ
ん
)

明
る
く
楽
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。

(
村
山
市

お
ば
さ
ん
さ
ん
)

今
年
は
孫
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
に

行
っ
た
り
、
旅
行
に
行
っ
た
り
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
野
菜
も
収

穫
し
た
り
し
て
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

で
ふ
れ
あ
い
た
い
な
あ
。

(
尾
花
沢
市

ち
ず
ば
ー
マ
マ
さ
ん
)

テ
ー
マ
大
賞

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

こ
の
雪
は

喜
ぶ
べ
き
か

夏
な
や
む

田
ん
ぼ
と
畑

悪
に
転
ば
ず
や

(村
山
市

コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

ふ
れ
あ
い
の

読
者
と
継
ぐ
Ｊ
Ａ
の

み
ち
の
く
村
山
辰
の
如
上
る

(村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

味
噌
作
り

こ
れ
が
ほ
ん
と
の

手
前
味
噌

(村
山
市

馬
耳
西
風
さ
ん
)

白
菜
、
大
根
、
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
使
っ
た
簡
単
で

お
い
し
い
料
理
を
紹
介
し
て
ほ
し
い

で
す
。
プ
ロ
の
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、

ふ
れ
あ
い
の
フ
ァ
ン
の
皆
様
の
ア
イ

デ
ア
料
理
も
是
非
お
聞
き
し
た
い
で

す
。(

村
山
市

料
理
マ
ン
ネ
リ
バ
ア
バ
さ
ん
)

Ａ

※
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
「
ふ
れ
あ
い
」
編
集
委
員
会
で
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
誌

面
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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１．募集職種／総合職(営農･経済･信用･共済･管理部門)
２．採用予定人員／10名程度
３．応募資格

⑴令和７年３月大学・短大・専門学校の卒業見込者
および既卒者 ※全学部全学科対象

⑵居住地から通勤可能な方
※社会人経験のある方も歓迎します。

４．応募方法

⑴応募書類
①自筆による受験願書兼履歴書（ＪＡみちのく村山
独自の様式：当ＪＡのホームページよりダウンロ
ードできます。）

②学業成績証明書
③卒業または卒業見込証明書（成績証明書と同一証
明の場合は省略可）

④写真２枚（１枚は履歴書に添付、もう１枚は受験
票に添付用）※最近３ヵ月以内に写した上半身
縦４㎝×横３㎝

⑤各種免許、資格を有する方は、その証明書の写し
⑵応募受付期間
令和６年２月５日(月)～令和６年３月22日(金)【必着】
⑶書類提出先
〒995-0011 山形県村山市楯岡北町一丁目１番１号
ＪＡみちのく村山 管理部人事教育課 宛
※封筒の表に「職員採用応募書類在中」と朱記して
下さい。

５．選考方法

⑴第１次試験
①試験日／令和６年４月５日(金)

午前８時45分から受付
②試験科目／総合適性検査（能力検査､性格検査）・

小論文
③試験会場／みちのく村山農業協同組合 本店
※応募者多数の場合は、第１次試験の前に書類選
考を行う場合があります。

⑵第２次試験／第１次試験の結果を踏まえ、後日、Ｊ
Ａみちのく村山本店にて面接試験
※面接試験日等は、第１次試験合格者に直接連絡い
たします。

６．待遇等

⑴採用時期／令和７年４月１日
⑵処遇／正職員
※６ヵ月間の試用期間有（給与条件等変更無）

⑶勤務場所／ＪＡみちのく村山管内（村山市・尾花沢
市・大石田町）

⑷給与等／当組合給与規程の定めるところによります。
⑸健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険等加入い
たします。

７．その他

⑴採用決定通知・その他の通知は、直接本人におこな
います。

⑵年齢制限については、卒業後概ね20年以内とし、新
規学卒者と併せて同一募集枠で募集します。

⑶提出していただきました書類は、採用業務に関して
のみ利用いたします。なお、提出書類につきまして
は、返却いたしませんのでご了承ください。

⑷採用実績

令和７年度 ＪＡみちのく村山職員募集要項

正規雇用労働者の
採用数(Ａ)

うち
中途採用者数(Ｂ)

中途採用比率
(Ｂ／Ａ)

2020年度 ８名 ０名 ０％

2021年度 ６名 ０名 ０％

2022年度 ３名 ０名 ０％

公表日／2023年４月10日

令和７年度の職員採用について次の要項により募集いたします。

(大学・短大卒・既卒者)

お問合せ先(申込書送付先)

〒995-0011 山形県村山市楯岡北町一丁目１番１号
みちのく村山農業協同組合 管理部 人事教育課
ＴＥＬ 0237-55-6311(平日８：30～17：00)
ＦＡＸ 0237-55-5825
E-mail jinji@mitinoku.or.jp

ATM改造作業に伴うATM改造作業に伴う
サービスの一時利用停止についてサービスの一時利用停止について

法務局からのお知らせ

ご存知ですか、相続登記が令和６年４月１日

から義務化されます。

遺言書を作成して法務局へ預けておけば、相

続人は、家庭裁判所の検認手続きや他の相続人

と協議をすることなく、相続登記の手続きに着

手することができるようになります。

また、遺言書を法務局にお預けいただくこと

で、遺言書の紛失や亡失、相続人による隠匿や

改ざんなどを防止できるほか、法務局に遺言書

が保管されていることを相続人にお知らせする

ことができます。

自筆証書遺言書保管制度に関する

お問合せは法務局まで！

(注) 手続きは完全予約制です。

県内法務局一覧

山形地方法務局(本局) ☎023-625-1321

ホームページ https://houmukyoku.moj.go.jp/yamagata/

寒河江支局 ☎0237-86-3258

米 沢 支 局 ☎0238-22-2148

新 庄 支 局 ☎0233-22-7528

鶴 岡 支 局 ☎0235-22-1003

酒 田 支 局 ☎0234-25-2221

遺言書を残して､相続人の負担を軽減！

新札に対応するための改造作業【改刷対応】を

行います。

ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

◆葉山支店内ＡＴＭ

令和６年２月16日(金) 9：30～12：30

◆グリーンごてん内ＡＴＭ

令和６年２月21日(水) 9：30～12：30

◆大石田支店内ＡＴＭ

令和６年２月20日(火) 9：30～12：30

〈一時利用停止となるＡＴＭ、日時〉

※時間は多少前後する可能性があります。

もしも、ガス漏れや異常を感じたら、すぐに火気を消してＬＰガスの

バルブを閉め、販売店に連絡してください。

ＬＰガス販売店

株式会社みちのくサービス

ＬＰガスセンター
☎0237-57-2802


